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１．業務概要

１-１.業務目的 

札幌市では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく「地方公共団体実行計画」の「区

域施策編」の位置づけを担う「札幌市温暖化対策推進計画（2015 年 3 月策定）」における対策に

ついて、昨今の気候変動対策に関する国内外の急速な動きを踏まえてさらなる取組を推進する

ため、本計画を見直し、「（仮称）札幌市気候変動対策計画」の策定の検討を進めている。 

本業務では、本計画の策定にあたり、市民の気候変動に対する理解の促進と計画策定に対す

る意見の抽出を行うとともに、今後の本市における気候変動対策に協働して取り組む主体の育

成を行うことを目的としたワークショップの運営補助を行う。 

１-２.業務内容 

市民の気候変動に対する理解の促進と計画策定に対する意見の抽出を行うとともに、今後の

本市における気候変動対策に協働して取り組む主体の育成を行うワークショップ（気候変動ゼ

ミ）を合計８回開催した。 

（１）ワークショップの運営補助 

ワークショップの運営にあたる補助作業を行った。運営は各回、メインファシリテーター（2

名）、サブファシリテーター（1 名）、グラフィッカー[対話の記録者]（1～2 名）が進行・記録

を行い、会場の設営や参加者への資料配布、物品（模造紙やマーカー等 ※委託者から提供）の

運搬など、補助的な作業を行った。 

（２）ワークショップ用資料の印刷 

ワークショップで使用する資料を人数分（関係者を含めて 50部程度）の印刷と配布を行った。 

（３）ワークショップの記録資料の作成 

開催日時、会場、参加者数、概要を記載した各ワークショップ結果を取りまとめた資料を作

成した。 
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１-３.ワークショップの概要 

（１）運営スタッフ、ファシリテーター 

【メインファシリテーター】 

一般社団法人サスティナビリティ・ダイアログ 

代表理事 牧原 ゆりえ氏 

組織開発事業部ディレクター 反町 恭一郎氏 

【サブファシリテーター】 

ＮＰＯファシリテーションきたのわ 代表理事 宮本 奏氏 

【グラフィッカー】 

任意団体 omusubi（小路 楓氏、高岡 さくら氏、三部 真優氏、宇都 幸那氏）、 

高橋 明美氏、今井 はるか氏 

（２）ワークショップ開催スケジュール 

実施回数 実施日時 テーマ 参加人数

第 1 回
2019 年 10 月 17 日（木）

 18:30-20:45 

気候が変動するってどういうこと？ 

・天候と天気の違い 

・未来の天気予報夏 Ver(VTR)鑑賞等 

25 名 

第 2 回
2019 年 10 月 24 日（木）

 18:30-20:45 

札幌市の気候変動対策って何をしているの？ 

・札幌市の取組みについて 

・未来の天気予報冬 Ver(VTR)鑑賞 

23 名 

第 3 回
2019 年 11 月 15 日（金）

 18:30-20:45 

気候変動に伴う北海道人の実感 

・コレクティブ・ストーリー・ハーベスティング
25 名 

第 4 回
2019 年 11 月 21 日（木）

 18:30-20:45

気候変動って、意外とフクザツ 

・どんどん型を体験する 
23 名 

第 5 回
2019年 12月 13日（金） 

 18:30-20:45

気候変動を解決するイノベーションのタネを

探そう 

・地球というシステムについて 

34 名 

第 6 回
2020 年 1月 9日（木） 

 18:30-20:45

みんなでガチに気候変動に取り組むための“ユ

ース”の作戦会議 

・ストーリートリオ・ハーベスティング 

19 名 

第 7 回
2020 年 1月 16 日（木） 

 18:30-20:45

みんなでガチに気候変動に取り組むための“オ

トナ”の作戦会議 

・自分を取り巻くもののパワーを見つける 

22 名 

第 8 回
2020 年 2月 8日（土） 

 13:30-17:00 

さあ、何をしよう。何を考えよう。(総まとめ）

・OST「私たちというエコシステムが繋がりな

がら育つために私は何をしたいだろうか？」 

27 名 
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（３）ワークショップ参加者 

【申込者数】94 名 

■参加者の所属：企業、行政、NPO 法人、市民団体、個人、小学生、中学生、高校生、大学生な

ど多岐に渡る参加者が参加した。 

■ワークショップのチラシ 
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１-４.業務フロー 

業務フロー及びスケジュールは以下のとおりである。

ワークショップ運営補助・記録作成 

計画・準備 

業務報告書の作成 

第 1 回 2019 年 10 月 17 日（木）18:30－20:45 
「気候が変動するってどういうこと？」

第 2 回 2019 年 10 月 24 日（木）18:30－20:45 
「札幌市の気候変動対策って何をしているの？」

第 3 回 2019 年 11 月 15 日（金）18:30－20:45 
「気候変動に伴う北海道人の実感」

第 4 回 2019 年 11 月 21 日（木）18:30－20:45 
「気候変動って、意外とフクザツ」

第 5 回 2019 年 12 月 13 日（金）18:30－20:45 
「気候変動を解決するイノベーションのタネを探そう」

第 6 回 2020 年 1 月 9 日（木）18:30－20:45 
「みんなでガチに気候変動に取り組むための“ユース”

の作戦会議」

第 8 回 2020 年 2 月 8 日（土）13:30－17:00 
「さあ、何をしよう。何を考えよう。（総まとめ）」

第 7 回 2020 年 1 月 16 日（木）18:30－20:45 
「みんなでガチに気候変動に取り組むための“オトナ”

の作戦会議」



5 



6 

２．各回の結果

２－１. 第 1回「気候が変動するってどういうこと？」 

（１）開催概要 

・開催日時 令和元年 10月 17 日（木）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 2 階 会議室１・２ 

・参加者  25 名 

・テーマ  「気候が変動するってどういうこと？」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．概要、ゼミ・ワーク

ショップについて 

・ゼミ・ワークショップを開催した背景 

・スタッフ紹介 

・会場でのルール紹介 

19：05 ２．チェックイン 

（自己紹介） 

①呼ばれたい名前 

②今の体調とご機嫌 

③普段大切に思ってやっていること 

④これを助けて、これは任せて！ 

⑤それ以外のこと 

19：20 休憩 

19：30 ３．対話について ・対話と問題解決のこと 

・グラフィックの練習 

19：45 ４．気候変動について 

（情報提供とグループワ

ーク）

・天候と天気の違い 

・未来の天気予報（VTR）を鑑賞→グループワーク 

・クローズアップ現代（VTR）を鑑賞→グループワーク

20：30 ５．まとめ ・個人のワークシートに記入 

・グループ内で共有 

・グラフィックレコーディングの模造紙にシール投票 

 （赤：もっと聞きたい点、黄：なるほどと思った点）

・次回のお知らせ 

21：00 終了  
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（２）開催結果

２）ファシリテーショングラフィック 

 ①高橋明美氏 
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②高岡さくら氏 
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 ２）グループワークで話し合われた結果 

  ①気温上昇について 
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②サンゴや生物について 

③CO2 について 
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④ICPP について 

⑤気候変動について 
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⑥科学、科学者について 

⑦世界、企業、個人ができること 
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⑧その他、個人の気持ち等 
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３）次回のお知らせ 
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２－２. 第 2回「札幌市の気候変動対策って何をしているの？」 

（１）開催概要 

・開催日時 令和元年 10月 24 日（木）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 2 階 会議室１・２ 

・参加者  23 名 

・テーマ  「札幌市の気候変動対策って何をしているの？」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．札幌聖心女子学院中

学校生徒より 

・札幌スマイルアワード表彰式でのプレゼンを発表 

 （村上さん、佐藤さんより） 

18：50 ２．チェックイン 

（自己紹介） 

・自己紹介 

①名前 

②今日のごきげん 

③この 1週間どう過ごしたか？ 

・前回の振り返り 

18：55 ３．本日のゼミ・ワーク

ショップについて 

・自分をホストすること 

・think GLOBALLY act LOCALLY 

・キーワード：脱炭素 

19：10 ４．情報提供 

札幌市 山西氏より 

・札幌市の取組みについて 

 →グループワーク 

・未来の天気予報 冬 Ver（VTR）を鑑賞 

19：54 休憩

20：04 ５．牧原氏より質問、札

幌市から回答 

・フードマイレージ 

・環境と銀行との関係 

・海外と日本の EV車に対する取組の違いについて 

・公共交通の利用を促進しているが、交通費が高いこと

について 

 ①グループワーク 

 ②他テーブルに移動し、他のグループではどんなこと

を話したかを共有 

20：40 ６．まとめ ・個人のワークシートに記入 

・グループ内で共有 

・グラフィックレコーディングの模造紙にシール投票 

 （赤：もっと学んでみたい点、黄：心に残った点） 

・次回のお知らせ 

21：00 終了  
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（２）開催結果

１）ファシリテーショングラフィック 

 ①三部 真優氏 
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②宇都 幸那氏 
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 ③宮本 奏氏 
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２）グループワークで話し合われた結果 

  ①CO2 について 

②EV 車について 



22 



23 

  ③ZEH、断熱について 

  ④気候変動への対策や適応 
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⑤脱炭素について 

  ⑥エネルギー、発電について 
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  ⑦自転車について 
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⑧その他



27 



28 

３）次回のお知らせ 

 ４）会場の様子 
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２－３. 第 3 回「気候変動に伴う北海道人の実感」 

（１）開催概要 

・開催日時 令和元年 11月 16 日（金）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 2 階 会議室１・２、環境研究室１・２ 

・参加者  25 名 

・テーマ  「気候変動に伴う北海道人の実感」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．チェックイン（自己

紹介） 

・自己紹介 

①名前 

②今日のごきげん 

・ダイアログの 3つの原理について 

18：50 ２．コレクティブ・スト

ーリー・ハーベスティン

グ 

■準備（40 分） 

・前回までの振り返りと今日のテーマ 

・動画観覧（The Monkey Business Illusion） 

 →「問い」によって気づけることや着眼点は変わる 

・やり方の主旨と説明 

・ストーリーテラー（3名）の紹介 

 →岡崎氏、佐竹氏、川野氏 

・問い（テーマ）の説明とグループ分け 

→7グループ 

■ストーリーを聴く（35分） 

・岡崎氏（13分）＋1分深呼吸 

・佐竹氏（10分）＋1分深呼吸 

・川野氏（10分） 

■ストーリーをシェア（40 分） 

・テーマごとに「聴こえたこと、全体にバックしたいこ

とを相談」 

・全体共有 

・テラーから感じたこと等を共有 

・立会人（反町氏、宮本氏）から、感じたこと等を共有

・まとめ 

20：50 ３．まとめ ・個人のワークシートに記入 

・次回のお知らせ 

21：00 終了  
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（２）開催結果

１）ファシリテーショングラフィック 

 高岡 さくら氏、今井 はるか氏 
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２）グループワークで話し合われた結果 

  ①ナラティブの流れを記録する人…グラフィッカーの 2名 

②ストーリーテラーを動かしたものはなんだったと思いますか。 

③このストーリーに名前を付けるとしたら、なんと名付けますか。 
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④このストーリーが大きく動いたと思ったところはどこでしたか。そこでストーリーを聴い

た私たちは何を学びましたか。 

⑤仮にこのストーリーを、今自分が頑張っていることをより‘Act Locally’へスケールアッ

プする時に活かすとしたら、どんな風に活かせると思いますか。 
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⑥このストーリーから、協働のための原理原則を学べたとしたら、それはなんでしたか。 

⑦このストーリーの中で、「ひとり」の強さと「みんな」の強さについて語られていましたか。

もしあったとしたら、それはなんでしたか。 
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⑧このストーリーの中に、何かを始める時のヒントが隠されていたとしたらそれはなんでし

たか。 

⑨このストーリーの立会人 

３）次回のお知らせ 
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４）会場の様子 
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２－４. 第 4回「気候変動って、意外とフクザツ」

（１）開催概要 

・開催日時 令和元年 11月 21 日（木）18：30～21：00 

・会場   札幌エルプラザ 3 階 ホール 

・参加者  23 名 

・テーマ  「気候変動って、意外とフクザツ」 

・プログラム 

時間 内容 詳細 

18：30 １．チェックイン ・1週間で学んだことを発表 

 ①北星学園女子高校（瀬戸さん、堀江さんより） 

 →Fridays for Futre について 

 ②札幌開成中等教育学校（清水さん） 

 →給食の牛乳について 

 ③植田さん、佐竹さんより 

・ダイアログの 3つの原理について 

・自己紹介 

①名前 

②今日のごきげん 

18：50 ２．気候変動と暮ら

しの不安 

・気候変動に関する暮らしの不安 

 →個人ワーク（4色付箋紙に書く作業） 

→4人 1組のグループで共有 

・暮らしの変化の形 

 →暮らしの中の関数シートに書く作業 

 →お隣さんと共有 

 →どんどん型の説明 

19：30 休憩  

19：40 ３.どんどん型を体

験する 

・説明 

・体験（10 分） 

・サークルでの対話 

 ①私たちのまち、そして私たちに何が起こったのでしょうか

②どんどん型に対処する難しさはどこにありましたか

③どんどん型に対処するには、どうしたらいいでしょうか

・気候変動とどんどん型 

・まとめ 

20：35 ４．まとめ ・グラフィッカーより感じたことを共有 

・グラフィックレコーディングの模造紙にシール投票 

 （赤：話してよかったと思う点を一人 2枚） 

・個人のワークシートに記入 

・次回のお知らせ 

21：00 終了 
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（２）開催結果

１）ファシリテーショングラフィック 

 ①三部 真優氏 
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 ②宇都 幸那氏 
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２）グループワークで話し合われた結果 
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３）付箋紙を色別にまとめたもの 

 ①ひとりひとりの幸せ 



45 

②経済のしくみ 
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③社会のしくみ 
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④自然のしくみ 
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４）資料等 
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５）次回のお知らせ 
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 ６）会場の様子 


